
　
甲
賀
市
は
、滋
賀
県
の
南
東
部
、琵

琶
湖
の
南
部
に
位
置
し
、東
部
に
鈴
鹿

山
脈
、南
部
に
伊
賀
盆
地
と
を
区
画
す

る
小
高
い
丘
陵
が
広
が
り
、山
地
と
そ

れ
に
連
な
る
丘
陵
に
囲
ま
れ
、そ
の
中

央
を
野
洲
川
や
杣
川
な
ど
の
大
河
川
が

潤
い
あ
る
清
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
。 

　
古
代
に
は
紫
香
楽
宮
の
造
営
、甲
賀

寺
の
建
立
、中
世
に
は
信
楽
焼
生
産
の

開
始
、郡
中
惣
を
基
軸
と
す
る
中
世
城

館
の
群
立
、そ
し
て
甲
賀
の
社
寺
仏
閣

に
伝
え
ら
れ
た
数
々
の
仏
像
、近
世
に

は
東
海
道
宿
駅
の
整
備
な
ど
、長
い
歴
史

の
営
み
を
通
じ
て
、特
色
あ
る
豊
か
な
歴

史
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
甲
賀
市
の
指
定
文
化
財
は
、国
・
県
・
市

が
指
定
、登
録
し
て
き
た
文
化
財
を
含
め

る
と
合
計
2
4
8
件
を
数
え
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、①
有
形
文
化
財

〔
建
造
物
・
美
術
工
芸
品
な
ど
〕、②
無
形

文
化
財〔
芸
能
・
技
術
な
ど
〕、③
民
俗
文

化
財〔
風
習
・
祭
礼
な
ど
〕、④
記
念
物〔
史

跡
名
勝
・
天
然
記
念
物
な
ど
〕に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
先
人
が
歴
史
文
化
を
創
出
し
、

育
み
、今
日
ま
で
大
切
に
守
り
伝
え
て
き

た
大
い
な
る
歴
史
遺
産
を
次
代
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
種
類
に
応
じ
た
適
切
な
文
化

財
の
保
存
管
理
を
行
い
、文
化
財
資
料
の

保
護
と
活
用
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、甲
賀
市
内
に
あ
る
国
指
定
の

主
な
建
造
物
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
八
坂
神
社
本
殿〔
水
口
町
〕 

　
八
坂
神
社
は
、か
つ
て「
儀
俄
大
宮
」と

称
さ
れ
、「
千
光
寺
雑
録
」に
天
正
15
年

再
営
の
記
録
か
ら
室
町
時
代
後
期
頃
の
建

造
物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。一
間
社
流
造
、

檜
皮
葺
の
本
殿
で
、大
宮
と
称
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
大
規
模
な
建
物
で
す
。 

■
加
茂
神
社
本
殿〔
土
山
町
〕 

　
加
茂
神
社
は
、大
永
年
間
、飯
塚
安
斉

入
道
が
山
城
国
加
茂
よ
り
来
村
し
、社
殿

創
建
伝
承
を
持
つ
こ
と
か
ら「
加
茂
」の
社

名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。一
間
社
流
造
の

社
殿
で
、大
永
6
年
の
棟
札
か
ら
室
町
時

代
中
期
の
建
造
物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
境
内
に
は
神
木
椎
樹
の
シ
イ
の
木
が
大

き
く
そ
び
え
て
い
ま
す
。 

■
油
日
神
社
本
殿〔
甲
賀
町
〕 

　
油
日
神
社
は
、聖
徳
太
子
創
建

の
伝
承
を
伝
え
る
古
社
で
、本
殿
に

加
え
、楼
門
・
拝
殿
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。明
応

2
年
再
建
の
三
間
社
流
造
で
、建

築
意
匠
に
室
町
時
代
後
期
の
特
色

が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。棟
札

か
ら
社
殿
建
築
の
経
緯
が
窺
え
ま
す
。 

■
飯
道
神
社
本
殿〔
信
楽
町
〕 

　
飯
道
神
社
は
、飯
道
山
上
に
あ
り
、

山
岳
信
仰
の
聖
地
と
し
て
崇
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。本
殿
の
高
欄
擬
宝

珠
の
刻
銘
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の

再
建
社
殿
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
55
年
に
、本
殿
解
体
修
理

が
行
わ
れ
、絢
爛
豪
華
な
桃
山
様

式
の
建
築
美
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。 
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こ
ん
に
ち
は
！
人
権
教
育
課
で
す
。 

　今月から紙面を通して、皆さんのお宅にお
じゃますることになりました。 
　人権のページとして親しんでください。 
「おはようございます！　こんにちは！　ただい
まぁ！…」素直にご近所の方とお話がはずん
でいますか。 
　そのはずんだ一声が、互いに心が通じ合い、
明るい地域づくりにつながるのです。　　
　　　　 
はずみすぎた井戸端会議‥「人が集まれば
噂話！　他人の干渉！」このような場に参
加されたことはないでしょうか。何気ない言
動が、相手を傷つけているかもしれません。 

いわれのない噂話！「そんな話は、何の根拠
もなく話題にするのはおかしいですよ！」と、
自らが正す行動を互いに身につけたいも
のです。 
弱体化する人間関係‥子どもを取り巻く状
況を見ても、一部に人間関係が築けず、自
分の居場所を求めている子どもは、どこで
自分が安心して認めてもらえるのか探して
います。大人社会においても同じことが言
えるのではないでしょうか。家庭・地域にお
いて、寂しさに満ちた人をつくらないために
も、人を愛する心を持ち、あわせて自分を愛
しましょう。 
　市では、年間を通して同和問
題をはじめとする人権問題全般
にわたる学習機会の提供やイベ
ントを計画していますので、ぜひ
一度ご参加ください。詳しくは人
権教育課にお訪ねください。 

問い合わせ 
人権教育課  186-8024

担　当　医　師 

受付時間・診療時間 

出　張　診　療 

休診日 

診療科・曜日 

診療科 受付時間 

診療日 

月 

水 

木（隔週） 

診療所名 

多　羅　尾　出張診療所 

朝　　　宮　出張診療所 

田　　　代　出張診療所 

診療時間 

診療時間 受付時間 

午後2時～午後3時 

午後2時～午後3時 

午後2時～午後3時 

午後2時～ 

午後2時～ 

午後2時～ 

月 火 水 木 金 土 

総
合
診
療
外
来
 

内
科
・
外
科
 

・
小
児
科
 

午
 
 
前
 

午
 
 
後
 

循環器系内科 

眼　　　科 

整 形 外 科 

循環器系内科 

眼　　　科 

整 形 外 科 

初診 坂 

中島 

槇尾 

槇尾 

坂 

中島 

上田 

中島 

坂 

上田 

矢澤 

矢澤 

坂 

槇尾 

上田 

上田 

中島 

槇尾 

矢澤 

滋賀医大 

大津日赤 

滋賀医大 

再診 

医
師
交
代
制
 

（
第
2
・
4
 

　
土
曜
日
は
休
診
） 

総合診療外来 
内科・外科・小児科 午前8時～午前11時30分 

午後0時30分～午後3時 

午後0時30分～午後3時 

午後1時～午後3時 

午前9時～ 

午後1時30分～ 

午後1時30分～ 

午後2時30分～ 

第2、第4土曜日 

日曜日・祝日 

年末年始 

信楽中央病院診療案内（4月１日から） 　
先
月
号（
3
月
）で
は
水
口
市
民
病
院
の
診
療
時
間
を
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、

今
月
号
は
信
楽
中
央
病
院
の
診
療
時
間
等
を
ご
案
内
し
ま
す
。
 

【問い合わせ】　信楽中央病院　182－0249　信楽有線 3800 
　　　　　　　ホームページ　http://www9.ocn.ne.jp/̃schnet/
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［建造物編］ 
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